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地区補助金プロジェクト「芋ほり」を終えて
　我がクラブでは少人数ながら、身体を使ってコツコツと長
く続けられる青少年奉仕活動に力を入れている。今年も地
区補助金を頂き「芋ほり」のプロジェクトを行った。はばたき
学園の子ども達(小学生)と、留学生達(大学生)、そしてロータ
リアンとその家族との国際交流を目的に企画したものだ。体
験することで、違いを認め、受け入れ、自分の中での世界観
を広げて欲しいという想いがあった。
　5月にクラブメンバーで植えた紅はるか(JAさんでは甘太く
んで売り出している、かの有名な美味しい芋)は、かれこれ半
年で大きく育ち大量収穫となった。風の心地よい秋晴れの中、
とにかく広い畑のど真ん中で掘れば掘るほど大きな芋が出
てきて、歓びでテンションが上がった。
　土まみれになった大量収穫のあとは、芋を使った料理へ取
り組んだ。豚汁、おにぎり、生春巻き、サラダ、そしてデザート。
初めてのおにぎりでは色んな形が出来上がった。おにぎりが
三角だったり俵型だったりする必要はなく、丸型やひし形、ダ
イアモンド型(本人曰く)、外国人や子どもながらの色んな発
想力が形となって現れた。
　豚汁はプロの西岡会員が優しいみそ味を出してくれ、特に
作業をして疲れたロータリアンの身体にしみた。生春巻きは
ジャンさんがベトナム特有のつけ汁で美味しく仕上げてくれ、
サラダは佐藤事務局員が母の味を出してくれた。デザートは
北崎事務局員が子どもが喜ぶ材料と工夫で大変盛り上げて
くれた。美味しいご飯は誰もが笑顔になり、施設の先生曰く
「今日は子ども達の状態がとても良いです。日頃外出してこ
のような体験をすることがあまりないから。」とのことでした。
広 と々した畑のど真ん中で、身体を動かして作業することが
きっと固くなった心を解きほぐしてくれるんだろうなと、個人
的に思った。先生たちもとても楽しんでくださっていた。
　帰り際に子ども２人が留学生に抱きついて泣き出した。子
どもの眼は素直で国籍の壁を越え、心に寄り添ってくれる人
を見極める。国際交流ってこうあるべきだと、大人の自分が
学んだ瞬間でもあった。国際交流にチャレンジしてみて良か
ったと思える瞬間でもあった。
　初めての課外授業のような取り組みだったが、環境と天候
のお蔭で皆が伸び伸び笑顔になり、ロータリアンは良く働い
てくれ、やりがいのあるプロジェクトだったと思う。無事何事
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会員誕生日 清水　将文会員（11月11日）

もなく終わったことにホッと一息、当日参加できないにも関わ
らず畑周りの事前準備に一番動いてくださった藤田会員、そし
てはばたき学園との交渉をしてくださった吉田会員には感謝し
かない。そして何よりも、超大型車を運転し買い出しから下ゆ
で野菜等すべての準備と当日朝から１升分の芋おにぎりをして
くださった北崎事務局員に感謝するとともに、この企画が終わ
るまで心配でと言ってくださり同じく前日に買い出しから野菜

下ゆで、１升分の芋おにぎりをしてきてくださった佐藤浩子
事務局員にも心からお礼を申し上げたい。
　もちろん他の参加メンバーは皆さん懸命に動いてくださ
り、いざという時にチカラを発揮する我がクラブメンバーを
垣間見て「やればできるよなぁ。それにしても能力高いよなぁ。」
と微笑みながら、舵取りの私の責任を反省しつつ路につき
ました。
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コンパル昼例会（303会議室）
年次総会
国際奉仕部門長　小野健介部門長の卓話
職業奉仕セミナー報告
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ゲスト・ビジターの紹介

ゲスト：愛育学園はばたき学園の皆様
　　　　首藤　一徳様
　　　　金子　博司様
　　　　西岡　玲子様（家族の会）
　　　　岩川日向子さん
　　　　朴　　拏妍さん（大分城西RC米山奨学生）
　　　　グエン ティ フーン ジャンさん（米山奨学生）
　　　　グエン フィーロンくん（2720Japan.O.K.REC米山奨学生）
　　　　ファン・マニュエル・パロミーノくん（2720地区青少年交換留学生）
　　　　James McCabe（大分大学留学生）
　　　　Christian DeSilva（大分大学留学生）
　　　　Nathniel（大分大学留学生）
ビジター：岩川　義枝様（大分南RC）
　　　　早水　琢也様（2720Japan.O.K.REC）
　　　　永松何奈子様（宇佐八幡RC）

　　＜愛のポリオ募金＞

10月集計分　4,664円でした。
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